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Abstract
Three varunid crabs of the genus Cyclograpsus (C. 

integer, C. intermedius and C. longipes) are reported 
based on specimens collected from the south coast of 
Kyushu and the Osumi Islands, Kagoshima Prefecture, 
southern Japan. In this paper, new locality records are 
provided for C. integer from Tanegashima and 
Yakushima islands, and C. longipes from Kyushu and 
Tanegashima Island. The identifications of some previ-
ous literature records of the four species of Cyclograp-
sus in Japan, including C. pumilio, are also evaluated.

はじめに
モクズガニ科のアカイソガニ属 Cyclograpsus H. 

Milne Edwards, 1837は，海岸の高潮線付近の転石

下に生息するカニ類で，日本沿岸からはミナミア

カイソガニ C. integer H. Milne Edwards, 1837，ア

カイソガニ C. intermedius Ortmann, 1894，アシナ

ガアカイソガニ C. longipes Stimpson, 1858および

マメアカイソガニ C. pumilio Hangai and Fukui in 

Hangai, Kitaura, Wada and Fukui, 2009の 4種が記

録されている（Sakai, 1976; Hangai et al., 2009）．

筆者はこれまで，鹿児島県の薩摩半島と大隅

半島および大隅諸島からアカイソガニ属の複数種

を採集しているが，これらの地域から記録のない

種が含まれていたため，採集標本に基づきここに

報告する．また，日本国内のアカイソガニ属各種

の分布記録についても若干のコメントを述べる．

材料と方法
本研究で使用した標本は，70%エタノールの

液浸標本として琉球大学博物館，風樹館（RUMF）

に収蔵されている．標本の大きさは甲幅 × 甲長

で示した．標本はすべて筆者が採集したものであ

るため採集者の情報は省略した．なお，ミナミア

カイソガニとアシナガアカイソガニは，参考標本

として沖縄島産の標本も扱ったが，図示した標本

はすべて鹿児島県産のものである．

Cyclograpsus integer H. Milne Edwards, 1837

ミナミアカイソガニ
（Fig. 1A–C）

標本　RUMF-ZC-7138，1雄（7.7 × 6.0 mm），1

雌（6.0 × 4.7 mm），鹿児島県種子島国上上古田港，

2021年 8月 14日；RUMF-ZC-7137，1雄（5.5 × 4.2 

mm），鹿児島県屋久島田代海岸，2014年 9月 16日．

参考標本　RUMF-ZC-7173，3雄（6.6 × 5.2，7.0 

× 5.4，8.3 × 6.6 mm），1雌（6.7 × 5.5 mm），沖縄

島南城市知念岬，2007年 5月 13日．

備考　検討標本は，次の特徴を持つことによっ
てミナミアカイソガニと同定された（Sakai, 1976; 

Dai and Yang, 1991）．（1）甲の前側縁はほぼ完縁（顕

微鏡下では痕跡的な 2つの切れ込みを確認でき

る）；（2）甲の側縁は，全体としては緩やかな弧

状で，前側縁は後方に向かって広がり，後側縁は

左右でほぼ平行；（3）雄の眼下域の稜には 3つの

細長い顆粒が並ぶ（内側が最長，外側が最短）．

現在，「ミナミアカイソガニ」の和名で呼ばれ

る種には，ブラジルをタイプ産地とする C. 

integerの学名が充てられている（Sakai, 1976）．

この C. integerの新参異名には，C. occidentalis A. 

鹿児島県から採集されたアカイソガニ属
（短尾下目：モクズガニ科）の 3種
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Milne-Edwards, 1878（タイプ産地：大西洋東部）

と C. parvulus De Man, 1896（タイプ産地：インド

ネシア）が含まれているため，その分布域は大西

洋の西部と東部ならびにインド洋西部から南太平

洋までとなっている（Griffin, 1968）．しかし，こ

れほど広大な分布域はアカイソガニ属の種のみな

らず海岸棲カニ類でも異例であり，異名関係にあ

る 3種の分類学的な位置付けを見直す必要がある

かもしれない．

三浦（2012）は奄美大島，藤田（2016）は宮

古諸島フデ岩，藤田（2017）は宮古諸島水納島か

らそれぞれミナミアカイソガニを記録している．

このうち三浦（2012）と藤田（2016）の標本は，

本研究の検討標本や既往文献（Sakai, 1976; Dai 

and Yang, 1991；藤田，2018a）で図示されている

ミナミアカイソガニと比較すると，甲の側縁が後

方に向かって明瞭に広がり，歩脚も長い．これら

の特徴から判断すると，三浦（2012）と藤田（2016）

の標本はアシナガアカイソガニである可能性が高

い．一方，藤田（2017）の標本は次の 4点がミナ

ミアカイソガニと異なる（角括弧内はミナミアカ

イソガニの特徴）：（1）額域と原胃域の境界に明

Fig. 1. A–C, Cyclograpsus integer (RUMF-ZC-7138, male, 7.7 × 6.0 mm); D–F, Cyclograpsus longipes (RUMF-ZC-7140, male, 5.7 × 4.7 
mm); G, H, Cyclograpsus intermedius (G, RUMF-ZC-7194, male, 30.4 × 25.4 mm; H, RUMF-ZC-7172, female, 5.2 × 4.4 mm). A, D, G, 
H, entire animal; B, E, carapace; C, F, suborbital crest, dorsofrontal view (C, right; F, left).
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瞭なハの字型の稜を具える［通常，この稜は不明

瞭．確認できる場合も左右の稜は近接し，緩やか

な山型となる］；（2）甲の前側縁の切れ込みが明

瞭［切れ込みは痕跡的］；（3）甲幅 7.8 mmであ

るにも関わらず，鉗脚の腕節内角が明瞭に突出し，

鉗部は小さい［このサイズであれば腕節内角は丸

みを帯び，雌でも鉗部はもう少し大きい］；（4）

第 2，3歩脚の指節が前節よりも明らかに長い［指

節は前節とほぼ等長］．これらの特徴から藤田

（2017） の 標 本 は ヤ エ ヤ マ ヒ メ オ カ ガ ニ

Epigrapsus politus Heller, 1862の小型個体（Fig. 2）

と判断される．

分布　大西洋の西部と東部ならびにインド洋
西部から南太平洋まで（Griffin, 1968）．日本沿岸

では，和歌山県潮岬，琉球列島の種子島（新産地），

屋久島（新産地），奄美大島，与論島，沖縄島，

久米島，池間島，宮古島，伊良部島，下地島，来

間島，石垣島，西表島および大東諸島の南大東島

から採集されている（Sakai, 1976；永井，1990；

諸喜田，1990；丸村・小阪，2003；藤田ほか，

2009；成瀬，2010；藤田，2018a，b；本研究）．

これらの地域の他に宮古諸島のフデ岩と水納島か

らも記録されているが，それぞれミナミアカイソ

ガニとは別の種である可能性が高い（備考参照）．

Cyclograpsus longipes Stimpson, 1858

アシナガアカイソガニ
（Fig. 1D–F）

標本　RUMF-ZC-7192，1雌（4.3 × 3.4 mm），鹿

児島県南さつま市坊ノ岬，2021年 12月 31日；

RUMF-ZC-7140，2 雄（5.7 × 4.7，5.8 × 4.7 mm），

鹿児島県南大隅町佐多辺塚，2017年 5月 3日；

RUMF-ZC-7139，1雄（4.0 × 3.2 mm），鹿児島県種

子島国上上古田港，2021年 8月 14日．

参考標本　RUMF-ZC-7168，5雄（4.9 × 4.1，6.6 

× 5.4，6.8 × 5.6，8.3 × 6.7，8.6 × 6.9 mm），2雌（7.2 

× 5.5，7.4 × 5.8 mm），沖縄島中城村安里，2016

年 7月 7日．

備考　検討標本は，次の特徴を持つことによっ
てアシナガアカイソガニと同定された（Sakai, 

1976; Dai and Yang, 1991; Li et al., 2019）．（1）甲

の前側縁に２つの切れ込みを具える；（2）甲の側

縁は直線状で後方に向かって明瞭に広がる；（3）

額域と原胃域の境界にやや明瞭な稜を具える；（4）

歩脚が長い；（5）雄の眼下域の陵には 3つの細長

い顆粒が並ぶ（内側が最長，外側が最短）．

山西（1978）は大阪港で採集したアシナガア

カイソガニ 1個体を報告しているが，この報告以

降，大阪湾周辺において本種は確認されていない．

本種は南方系の種であり，大阪湾以外の国内産地

（小笠原諸島，九州南端，琉球列島）を考えると

飛地的な記録である．大阪湾には本種に類似する

マメアカイソガニも生息しているが（大阪湾海岸

生物研究会，2012, 2018），山西（1978）の記録は

マメアカイソガニの記載（Hangai et al., 2009）よ

りも前であるため，標本の再確認が望まれる．

分布　日本，台湾，南シナ海，インドネシア，
フィジーおよびフランス領ポリネシア（Li et al., 

2019）．日本沿岸では小笠原諸島の父島（タイプ

産地）と西之島，大阪湾（備考参照），鹿児島県

の薩摩半島と大隅半島（それぞれ新産地），琉球

列島の種子島（新産地），与論島，沖縄島，宮古島，

石垣島，西表島および与那国島から採集されてい

る（Sakai, 1976; Takeda and Kurata, 1977； 山 西，

1978；丸村・小阪，2003；成瀬，2010；本研究）．

さらに奄美大島と宮古諸島フデ岩からのミナミア

カイソガニの記録も本種である可能性が高い（ミ

ナミアカイソガニの備考参照）．

Cyclograpsus intermedius Ortmann, 1894

アカイソガニ
（Fig. 1G, H）

Fig. 2. Epigrapsus politus (RUMF-ZC-7169, female, 10.5 × 8.7 
mm, Okinawa Island).
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標本　RUMF-ZC-7194，1雄（30.4 × 25.4 mm），

1雌（18.0 × 14.9 mm），鹿児島県指宿市知林ヶ島，

2015年 5月 4日；RUMF-ZC-7193，1雄（破損 × 7.3 

mm），1雌（12.8 × 10.5 mm），鹿児島県指宿市開

聞 花 瀬 海 岸，2006 年 12 月 31 日；RUMF-

ZC-7172，3 雄（8.0 × 6.8，10.6 × 9.0，11.8 × 9.7 

mm），3 雌（5.2 × 4.4，6.6 × 5.5，13.0 × 10.8 

mm），鹿児島県南大隅町佐多辺塚，2017年 5月

3 日；RUMF-ZC-7171，2 雄（8.5 × 7.2，14.1 × 

11.7 mm），鹿児島県種子島国上上古田港，2021

年 8 月 14 日；RUMF-ZC-7170，3 雄（5.9 × 4.9，

10.3 × 8.4，11.6 × 9.6 mm），2雌（5.1 × 4.3，5.2 × 4.4 

mm），鹿児島県屋久島田代海岸，2014年 9月 16日．

備考　本種は，ある程度の体サイズ（およそ
甲幅 15 mm）以上であれば大きさや甲の斑紋に

よって容易に同定できるが，マメアカイソガニと

同サイズ（甲幅 10 mm以下）の個体では甲の斑

紋もなく同定には注意が必要である．Hangai et 

al. (2009) は，マメアカイソガニの記載の際にア

カイソガニとの比較を行い両種それぞれの特徴を

挙げている．しかし本研究のアカイソガニの標本

では，Hangai et al. (2009) が示したアカイソガニ

の特徴をすべて持つのは中型以上の個体に限ら

れ，小型個体では一部の形質がマメアカイソガニ

と共通（もしくは近似）していた．Hangai et al. 

(2009) が挙げたアカイソガニの特徴のうち，小型

個体で一致しなかったものは次の通りである（角

括弧内は小型個体）：（1）甲の背面は平滑［額域

周辺および甲の前側縁周辺は細かい顆粒で覆われ

る］；（2）歩脚の長節と前節の後縁は無毛［長節

はほぼ無毛だが，前節後縁には剛毛が生える］；（3）

歩脚の長節の前縁と後縁は完縁［前・後縁ともに

尖った顆粒が並んだ鋸歯状］．したがって，これ

らの形質のみでは小型のアカイソガニとマメアカ

イソガニは識別できず，その他の形質も併せて総

合的に判断する必要がある．なお，駿河湾のマメ

アカイソガニ個体群では，雄の 50％成熟サイズ

が甲幅 3.98 mm，雌の成熟サイズが 6.39 mmと推

定されており（土井ほか，2021），このくらいの

サイズのアカイソガニは明らかに未成熟であるた

め，雄の鉗部（アカイソガニでは肥大しない），

雄の第 1腹肢（アカイソガニでは未発達），雌の

腹節（アカイソガニでは広がりが不充分）なども

2種の識別形質として有効かもしれない．

アカイソガニの原記載（Ortmann, 1894）では，

奄美大島産の 16標本とインド洋産の 2標本が扱

われており，これら 18標本が本種のシンタイプ

であるため（Komai, 1999），タイプ産地は奄美大

島とインド洋である．本種は九州以北の転石海岸

で普通に見られる種であり，市販の図鑑にも頻繁

に掲載されている（三宅，1983；和田，1995；渡

部，2014；鍋島，2016；吉崎，2018）．しかしな

がら，タイプ産地の一つである奄美大島からの採

集記録は，原記載を除けば岸野ほか（2001）の 1

地点 3標本のみであり，奄美諸島における陸棲・

陸水棲甲殻類の総合的な調査（Shokita and Nishi-

jima, 1976；武田，1990；諸喜田ほか，2003；藤

田ほか，2009；三浦，2012；三浦・三浦，2015）

では確認されていない．したがって，奄美大島で

は本種の個体数が極めて少ない，または分布が局

所的である可能性も考えられる．しかしその一方

で，本種の原記載は近年の記載基準に比べて形態

情報が少なく，さらに奄美大島産の C. intermedius

はこれまで図示されたことがないため（Ortmann 

1894; Komai, 1999；岸野ほか，2001），「アカイソ

ガニ」の和名で呼ばれている九州以北の種と奄美

大島の C. intermediusが同一種なのか明らかでは

ない．また，インド洋の C. intermediusも似たよ

うな状況であり，本種のインド洋からの採集記録

は原記載のみである．さらに原記載では，インド

洋産の標本は歩脚の剛毛の生え方が異なっている

ことが記されているため，シンタイプが同一種で

構成されているのかについても疑問である．これ

らの疑問の解明にはシンタイプの再確認が必要で

ある．

ところで，本種の分布域に沖縄諸島を含めて

いる文献も多いが（三宅，1983；和田，1995；渡

部，2014；鍋島，2016；吉崎，2018），これらの

文献では記録の根拠や標本の有無が示されていな

い．また筆者は 15年以上にわたって沖縄県を対

象地域とした甲殻類調査を行っているが，沖縄県

で本種を確認したことはない．このように沖縄諸
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島のアカイソガニについては標本に基づく記録が

必要である．

分布　韓国，日本，台湾およびインド洋（Dai 

and Yang, 1991）．日本沿岸では北海道から沖縄諸

島まで（三宅，1983）．ただし，分類学上の疑問

や記録の確実性など不明な点が多い（備考参照）．

Cyclograpsus pumilio Hangai and Fukui in 

Hangai, Kitaura, Wada and Fukui, 2009

マメアカイソガニ

標本　本研究では標本を扱っていない．
備考　本種は，大澤ほか（2017）では「C. 

pumilio Hangai and Fukui in Hangai, Kitaura, Wada 

and Fukui, 2009」と表記され，その他の多くの文

献では「C. pumilio Hangai and Fukui, 2009」と表

記されている．また，酒井（2014）では明示され

ていないものの，その論旨から「C. pumilio 

Hangai, Kitaura, Wada and Fukui, 2009」と表記する

よう提言されている．このように引用表記が統一

されていない原因は，本種の原記載論文（Hangai 

et al., 2009） に お い て「Cyclograpsus pumilio 

Hangai and Fukui, new species」と表記されている

ものの，命名者（学名の責任著者）が飯開氏と福

井氏の 2名のみであるという説明がないためであ

る．このような場合，飯開氏と福井氏のみを命名

者と認めるのか，それとも Hangai et al. (2009) の

著者全員が命名者となるのかによって表記が異な

るが (ICZN, 1999: 条 50.1, 勧告 50A; Sakai, 2014; 

De Grave and Ng, 2021)，前者の場合であっても

「Hangai and Fukui (2009)」という文献はないため，

大澤ほか（2017）のように文献名も併記するのが

適当であろう（De Grave and Ng, 2021）．

中岡・和田（2021）は能登半島，九州および

種子島からマメアカイソガニを記録している．し

かし，同文献の種子島産の標本は，既往文献

（Hangai et al., 2009；和田，2012；締次，2013；

桑原・林，2014；小山ほか，2018；山下ほか，

2020a，b）で図示されているマメアカイソガニよ

りも歩脚が長く（前方に向いた第 1，2歩脚の長

節の末端が額の前縁を越える），歩脚の長節の前

縁末端部（末端近くの段より遠位）の突出が弱い

（マメアカイソガニは明瞭に突出する）．これらの

特徴はアシナガアカイソガニと一致し，種子島に

はアシナガアカイソガニも分布しているため（本

研究），中岡・和田（2021）で報告された種子島

産の標本については再確認が望まれる．また，和

田（2022）でマメアカイソガニとして図示されて

いる個体は，甲背面に薄い斑紋があること，歩脚

が太いことなどからアカイソガニだと考えられ

る．

分布　日本固有種．能登半島（日本海側）お
よび房総半島（太平洋側）から種子島まで採集記

録があるが（山下ほか，2020b；中岡・和田，

2021），種子島からの記録については再検討が必

要であろう（備考参照）．
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